
期間：平成29年7月4日（火）～9月24日（日） 
会場：信濃川大河津資料館 
内容：大河津分水周辺で見られる魚を中心に水槽や標本、パネル等で約30種類の生き物たちを紹介しました。 

大河津分水イベントレポート2017 

夏の特別展～大河津分水の生き物たち～ 

１．イベント概要 

２．イベント状況 

 信濃川大河津資料館へは何度か足を運んでいます。今日は上越から来た孫と伺
いました。昨年、魚道観察室へ行ったことが印象に残っていたようで、孫が「大
河津分水へ行きたい！」と言い出しました。水槽で泳ぐ魚たちを見ながら、私が
幼い頃、魚を捕まえた話などを孫とすることができて、とても良い企画だと思い
ました。孫も楽しんでくれてよかったです。 

見附市在住 会社員 

 大河津分水周辺で見られる魚に
関するパネルを11枚、草花に関す
るパネルを4枚、野鳥に関するパネ
ルを4枚設置したほか、大河津分水
の河川環境の特徴なども紹介しま
した。また、大河津分水公園にて
捕獲した魚を4台の水槽で紹介し、
実際に目で見て生き物の大切さに
触れていただきました。 

来館者の声 

会場の信濃川大河津資料館2F。大勢の来館者で賑わいました。 

パネルや水槽で大河津分水の生き物たちの特
徴や多様性を紹介しました。 

ザリガニ、ギギ、コイ・フナ類、ヌマチチ
ブと、生態に合わせて4つの水槽を用意。 

ご家族3代で楽しめるのも生き物の魅力です。
帰省中のご家族も多くいらっしゃいました。 

オイカワは、この時期は繁殖期で体の色が
変化していました。 

生き物展を知らずに偶然来館された方々も賑
やかな水槽に足を止めて観察されていました。 
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